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はじめに 

 

使用目的 

患者の四肢における血流状態を評価するために、皮膚灌流圧（Skin Perfusion Pressure; SPP）、空気容

積脈波（Pulse Volume Recording; PVR）、及び灌流強度（血流量）を非観血的に測定する装置です。 

 

禁忌 

SPP-K1について、既知の禁忌事項はありません。 

 

1. 測定原理 

SPP-K1はレーザプローブのみ、圧力カフのみ、またはその組み合わせで測定を行います。 

(1) 皮膚灌流圧は、レーザプローブによる灌流強度測定に圧力カフによる駆血を組み合わせることで測

定します。レーザプローブにより照射されたレーザ光が毛細血管内を移動する赤血球により散乱さ

れると波長がシフトします（レーザドップラ効果）が、静止組織で散乱されても波長は変化しませ

ん。シフトした光の強度は赤血球数に比例し、シフト量は血流速度に比例することから、赤血球数

と血流速度の積に比例する灌流強度（血流量）を算出します。カフによる駆血と SPP 計測は全自

動で行われ、最初にカフを加圧して動脈血流を閉塞させた後、規定の割合で減圧します。このとき、

灌流が回復し始めた時点のカフ圧を SPP 値として計測します。このため、得られた灌流強度は、

一般に mL/min 単位で表される血流量とは異なることから、単位のない値で表します。なお、レー

ザプローブのみを用いて、連続灌流強度を測定することもできます。 

(2) 空気容積脈波は、圧力カフのみで測定します。四肢にわずかな圧力を加えるためにカフを基準圧力

に加圧し、動脈拍動によるカフ内圧の変化を圧トランスデューサで計測し、PVR波形として表示し

ます。本機能は脈拍数の診断に用いるものではありません。検査は通常 30 秒程度で安定した PVR

波形が得られますが、最長 5 分で自動的に完了し、計測後カフは自動で減圧します。 

 

2. 安全情報 

ここには、SPP-K1 の一般的な使用に関連する重要な安全情報が記載されています。SPP-K1 を使用す

る前には、本取扱説明書をよく読み、内容を十分に理解した上で取扱ってください。特に、警告、注

意、及び注記を遵守してご使用ください。また、本取扱説明書は、いつでも見ることができる場所に

大切に保管してください。 

 

警告と注意はこの記号で示されます。「警告」は取り扱いを誤った場合に、死亡または重症を負う可能

性が想定される場合を示しています。「注意」は取り扱いを誤った場合に、傷害を負う危険が想定され

る場合、および物的損害の発生が想定される場合を示しています。  
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・レーザプローブは健常な皮膚の上に装着し、傷や潰瘍に接触させないでください。傷の治癒遅延や、交差

感染につながる可能性があります。連続灌流強度測定では、定期的に測定部位の皮膚状態を確認し、必要

に応じて測定部位を変えてください。 

・開いた傷の上や、明らかに損傷している（皮膚）組織の上には圧力カフを巻かないでください。傷の治癒

遅延や、交差感染につながる可能性があります。 

・亜酸化窒素や麻酔ガスといった引火性、可燃性物質（液体またはガス）や高酸素環境といった爆発性物質

の存在する場所や雰囲気内、その周囲で SPP-K1 を使用しないでください。爆発や火災の危険があります。 

・医用電気機器は電磁両立性（EMC）に関する特別な予防策が必要です。必ず 26.6 電磁両立性の適合レベ

ル宣言を参照し、以下の情報に沿った設置、操作を行ってください。 

- 手持型または移動型の無線通信機器（スマートフォンなど）は、放射電磁波により本機器が誤動作、

または誤った検査結果を示す可能性があるため、SPP-K1 のあらゆる部分から 30cm より近づけない

でください。 

- 誤動作や誤った検査結果を示すことを避けるため、他の電子機器と近接させたり、積み重ねたりして

使用しないでください。そのような使い方をする必要がある場合は、SPP-K1 およびその他の機器が

適切に機能することを確認する必要があります。 

- SPP-K1 には弊社が指定する付属品を必ず使用してください。タブレットカバーを使用せずにタブレ

ットを扱ったり、指定外のケーブル等を使用したりすることにより、電磁エミッションが上昇、また

は電磁イミュニティが低下する可能性があり、誤動作や誤った検査結果を示す原因となります。 

- 他の電子機器との間で電磁干渉が見られる場合、他の機器との距離を取る、他の機器と異なる配電系

のコンセントに接続する、または SPP-K1 をバッテリで動作させるなどの対策を講じてください。 

・SPP-K1 の分解、修理、改造を絶対に行わないでください。火災や感電等の重大な事故、動作不良、故障

の原因になります。修理点検が必要な場合には、弊社マシンコールセンターにご連絡ください。弊社が正

式に認定した担当者以外は修理点検しないでください。 

・SPP-K1 から異臭や発煙など明らかな異常の兆候が見られる場合、直ちに使用を停止し、電源をオフにし

て商用電源から分離してください。本体の電源がオフであっても、AC アダプタにより電源が供給されて

いる場合は、商用電源からは分離されていません。商用電源から分離する場合は、AC 電源コードを商用

電源のコンセントから抜いてください。また、いつでも商用電源から分離できるように SPP-K1 を設置し

てください。 

 

・使用前に全ての構成部品が適切に消毒されていることを確認してください。特に、レーザプローブと圧力

カフは患者皮膚に接触します。患者間での交差感染を防ぐため、施設のガイドラインに従って、必ず消毒

してください。 

・SPP-K1 には弊社が指定する付属品を必ず使用してください。指定外の付属品を使用すると、測定精度が

保証できません。また、動作不良、故障の原因となる可能性があります。 

・レーザプローブは直接、骨や腱、傷痕や皮膚硬結（たこ）、腫瘍や傷の上に置かないでください。故障や

不正な測定値につながる可能性があります。 

 

警告 

 

注意 
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・レーザプローブと測定部位との間に隙間があると、外光の影響を受け正しい測定ができないことがありま

す。特に、連続灌流強度測定においては隙間ができないようサージカルテープなどで密着させてください。 

・レーザプローブの固定にサージカルテープ等を使用する際は、装着部位に十分な血流があることを確認し

てください。 

・圧力カフは測定部の血流を阻害しないように注意して四肢に巻いてください。 

・点滴静脈注射や輸血を行っている部位に圧力カフを巻かないでください。 

・本体や他の構成部品が使用温度範囲（10℃～35℃）外で保管されていた場合は、使用前に SPP-K1を確実

に使用温度に戻すようにしてください。 

・機械的振動の特に多い場所では使用しないでください。 

・SPP-K1 は他社製レーザ血流計や非観血式血圧計等の機器と併用しないでください。 

・SPP-K1 は除細動器に対する保護を有していません。併用しないでください。 

・検査の際は、患者を仰臥位とし、安静状態に保ってください。会話等による患者のいかなる動きも不正確

な結果、または測定中断の原因となります。レーザプローブまたはエアホースの動きや振動が結果に影響

する可能性があります。 

・検査中は機器全般および患者に異常のないことを絶えず監視してください。 

・検査中にSPP-K1または患者に異常が発生した場合や、異常加圧が発生した場合は、タブレットの“ストッ

プ”ボタンをタッチするか、本体の電源ボタンを押して圧力カフを排気してください。 

・本体とタブレット間の距離は、両方を同時に操作できるよう 1.5m 以内としてください。 

・タブレットは患者の手の届かない位置に配置してください。 

・オプションのロールスタンドを使用する際は、検査中に意図せず移動してしまうことを防ぐため、キャス

ターに必ずロックを掛けてください 

・SPP-K1 による検査結果は、他の検査結果や臨床症状等と併せて総合的に評価してください。 

・SPP 値の変更は、誤った診断につながるおそれを避けるため、PAD の診断および治療の経験が十分にあ

る医師が、検査中に観察された患者の体動などの状況も踏まえ、慎重に行ってください。 

・SPP-K1 はレーザプローブの先端から肉眼で見えにくい強度のレーザ光を発しています。IEC 60825-1 で

定めるクラス 1 レーザ製品に該当し、観察用光学器具（ルーペまたは双眼鏡）を用いても目に安全なレー

ザ製品です。 

・レーザプローブの受発光部は特に慎重に取り扱ってください。ぶつけたり、落下させたりすると故障や不

正な測定値につながる可能性があります。 

・レーザプローブの受発光面を汚したり、傷つけたりしないよう特に注意してください。正確な測定ができ

なくなります。 

・レーザプローブや圧力カフ、エアホースを折り曲げたり、ねじったり、つぶしたりしないでください。ま

た、使用前に SPP-K1 の本体および付属品に損傷がないことを目視で確認してください。損傷を受けたレ

ーザプローブやエアホースを使用した場合、測定精度を保証できないか、もしくはエラーメッセージの原

因となります。 

・SPP-K1 本体およびタブレットは液体に対する保護機能を有していません。本体、コネクタ、スイッチに

液体をスプレーしたり、かけたり、こぼしたりしないでください。液体がかかった場合には、使用を停止

し、弊社マシンコールセンターに連絡してください。 

・バッテリだけで SPP-K1 本体を使用することもできます。その場合は、バッテリが満充電されていること

を推奨します。 
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・バッテリは SPP-K1 にて充電してください。他の機器を用いてバッテリを充電しないでください。 

・SPP-K1 での検査中にタブレットの電源をオフにしないでください。 

・タブレットに保存された患者データは、タブレットに内蔵の SD カードに常にバックアップされますが、

万一に備え、使用者の責任において外部機器、記録媒体等へ出力するなど、必要なデータのバックアップ

を行ってください。 

・タブレットに弊社が認定する以外のアプリケーションソフトウェアをインストールしたり、検査と関係の

ないアプリケーションソフトウェアを実行したりしないでください。 

・タブレットの OS については、弊社が認めない限りアップデートを行わないでください。正しく動作しな

くなる可能性があります。 

・ネットワーク構成への変更は新たなリスクを生じる可能性があり、それらの分析が必要になります。ネッ

トワーク構成の変更には次のようなものが含まれます。 

- SPP-K1 のネットワーク構成の変更 

- 本体とタブレットのペアリング削除 

- 本体とタブレットのペアリング追加 

- タブレットへ接続機種の追加 

- タブレットから接続機種の削除 

- タブレットに接続された装置の更新 

- タブレットに接続された装置のアップグレード 

・SPP-K1を使用する環境においては「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン」（厚生労働省、

令和 5 年 5 月）を参照し、十分に情報セキュリティを確保してください。 

・患者情報の取り扱いに際しては、「個人情報の保護に関する法律」（平成 15 年 5 月 30 日法律第 57 号）で

求められる安全管理措置を講じてください。  
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3. システム 

製品説明および構成部品 

SPP-K1は下記の部品から構成されています。 

本体（1台） 

本体はレーザプローブと圧力カフに接続して制御を行

います。本体はバッテリまたは商用電源で駆動しま

す。 

タブレット（1 台） 

タブレットアプリケーションによりユーザーインタフ

ェース操作を行います。各検査において、本体と通信

を行い、測定制御・結果表示の機能を果たします。 

タブレットカバー（1個） 

タブレットを静電気や衝撃から保護する役割を果たします。測定時は必ずタブレットに装着してくだ

さい。 

レーザプローブ（2 本） 

レーザプローブは本体に接続され､レーザ光の発光と受光の機能を果たすものです。レーザプローブ先

端部は IEC60601-1に定義される装着部にあたります。プローブ長：2.5m 

エアホース（2 本） 

エアホースは圧力カフを本体に接続し、本体がカフ圧を制御できるようにします。 

圧力カフ（各サイズ 2 個） 

3 種類のサイズのカフがあり、中型カフはふくらはぎや上腕用、小

型カフは足部や足関節用、微小カフは指趾用です。カフは検査部

位に圧力をかけます。なお、圧力カフは IEC60601-1 に定義される

装着部にあたります。 

AC アダプタ（1 個） 

AC アダプタは AC 電源コードと本体間を接続します。 

AC 電源コード（1本） 

AC 電源コードは商用電源に接続して本体に電力を供給します。コード長：2m 

バッテリ（1個） 

本体にはバッテリが装備されています。バッテリの充電は SPP-K1 を商用電源に接続して行います。 

ロールスタンド（オプション）  

中型カフ

小型カフ 微小カフ

レ      

  レ  

  

  ルス   

  カフ

    ス
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4. システムのセ      

1. 本体背面にある DC IN ジャックに AC アダプタを接続してくだ

さい。AC アダプタは AC 電源コードを用いて商用電源コンセン

トへ接続してください。 

注記：バッテリだけで SPP-K1 を使用することもできます。 

その場合は、バッテリが満充電されていることを推奨します。 

2. レーザプローブコネクタの矢印表示と本体前面のレーザプロー

ブポートの印と位置を合わせ、まっすぐに挿入してください。

そのまま押し込むとカチッと音が鳴り、ロックがかかります。 

注記：ポートに対して同色のカラーリングが装着されたレーザ

プローブを装着してください。 

3. エアホースのコネクタと本体前面のエアホースポートの凹凸を

合わせ、まっすぐに挿入してください。押し込んだところで、

時計回りにねじるとカチッと音が鳴り、ロックがかかります。 

注記：ポートに対して、同色のカラーリングが装着されたエア

ホースを装着してください。 

 

5. システム電源 

5.1   電源オ  

本体上部の丸ボタンを 2 秒以上長押しして電源をオンしてくだ

さい。電源がオンされると、本体上部中央の LED が緑色で点滅

し、タブレットアプリケーションの起動待機状態となります。 

5.2   電源オフ 

本体上部の丸ボタンを長押しして電源をオフしてください。終

了処理中は本体上部中央の LED がオレンジ色で点滅し、光が消えると電源がオフされます。 

注記：光が消えるまでボタンを押し続けてください。電源オフ処理が完了しません。 

5.3   レ  電源オ  

タブレット電源ボタンにより起動してください。使用前にタブレット付属の AC アダプタにより

満充電にしてください。タブレットカバーを装着するため測定中は充電できません。 

5.4   レ  電源オフ 

タブレット電源ボタンにより電源をオフにしてください。 

 

6. 起動 

タブレットのホーム画面から SPP-K1 アイコン をタッチ

し、アプリケーションを起動してください。起動画面が表示さ

れ、起動処理が開始されます。 
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7.  グイ  

SPP-K1 アプリケーションにログインするために、ログイ

ン画面にて、ユーザーID とパスワードを入力してくださ

い。 

・ユーザーID 

空欄のフィールドをタッチし、ソフトウェアキーボードを

使って入力する、またはドロップダウンリストからユーザ

ーID を選択してください。 

注記：初期ユーザーID は“admin”（管理者）です。 

・パスワード 

空欄のフィールドをタッチし、ソフトウェアキーボードを使ってパスワードを入力してください。 

注記：初期のパスワードは“admin”です。セキュリティ強化のために、パスワードは 18.1.2 ユ  

 設定―パスワ  変更で変更することができます。 

・ログインボタン 

“ログイン”を選択することでアプリケーションにログインできます。 

・キャンセルボタン 

“キャンセル”を選択することで入力欄に入力されている情報がクリアされます。 

・終了ボタン 

“終了”を選択することでアプリケーションが終了されます。 

 

8. メイ 画面表示 

メイン画面では常に表示を行うものとして、検査モード、患者情報、本体バッテリ、Bluetooth 接続、

オプションメニューがあります。 

8.1 検査モ  表示 

検査タブ選択時、現在の検査モードを表示します。SPP/連続/PVR、または空欄で表されます。 

8.2 患者情報表示 

選択中の患者について、患者 ID、名前、性別を表示します。

患者未選択時は空欄で表示されます。 

8.3   バ テリ表示 

SPP-K1 は商用電源またはバッテリで動作することができま

す。本体バッテリ表示では本体のバッテリについて残量と充

電状態を表示します。また、本体にバッテリが装着されてい

ない場合は“0%”、本体とタブレットが通信していない場合は

“----”と表示されます。 

アイコン 充電状態

充電中（残量によらない）

0～15%

16～50%

51～80%

81～100%
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注記：本表示は、タブレットのバッテリ状態は示しません。タブレットのバッテリ残量と充電状

態は、タブレット側の表示を参照してください。 

注記：バッテリは AC アダプタにより商用電源に接続されている間に充電されます。 

注記：バッテリは電源オン、またはオフのどちらの状態でも充電されます。 

注記：バッテリに関しては、21.6バ テリも参照してください。 

8.4 Bluetooth接続表示 

本体との Bluetooth 接続状態を表示します。接続時は 、未接続時は のアイコンが表示されま

す。再接続の方法については、18.1.5  ステ  スを参照してください。 

8.5 オ ショ メニュ  

左から順に印刷、設定、ヘルプ、終了のアイコンボタンを表示します。 

1. 印刷アイコン 

各レポートプレビュー画面でレポート保存後にタッチできる状態となり、タッチすることでレ

ポートの印刷を実行できます。 

2. 設定アイコン 

各種設定、バージョン情報、ライセンス情報画面を表示します。 

3. ヘルプアイコン 

取扱説明書を表示します。 

4. 終了アイコン 

右のダイアログが表示され、ログアウトまたはアプリ

ケーションを終了できます。 

 

9. 患者登録  、検査  、履歴   

患者登録タブ、検査タブ、履歴タブは画面下部に表示される主要なタブです。これらのタブによ

りアプリケーションの主要な 3つの画面に移行します。 

9.1 患者登録   

患者登録タブをタッチすると、患者登録画面に移行します。 

9.2 検査   

検査タブをタッチすると、検査画面に移行します。検査画面では、SPP 検査タブ、PVR 検査タブ、

結果一覧タブの選択が可能です。これらのタブ上で検査の設定、実施、検査レポートの作成を行

います。 

9.3 履歴   

履歴タブをタッチすると、履歴画面に移行します。履歴画面では、履歴一覧タブ、SPP トレンド

タブ、連続灌流トレンドタブの選択が可能です。 

 

10. 患者登録   

患者登録タブはログインに続いて表示されます。このタブ

では、新しい患者の追加、登録済みの患者からの選択、登

録済みの患者情報の変更や削除を行います。 

患者登録タブでは以下の入力フィールドと患者リストが表

印刷 設定 ヘルプ 終了
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示されます。 

患者 ID は全ての患者に対して必要です。各フィールドでは“姓”、“名”、“性別”、“生年月日”が要求

され、設定できます。要求される項目の選択については、18.1.1 システム設定をご参照ください。 

・患者 ID 

空欄のフィールドをタッチし、ソフトウェアキーボード

を使って患者 ID を入力してください。 

市販のバーコードリーダーを使用する場合、“バーコー

ド”ボタンをタッチして、患者 ID を入力することができ

ます。必要に応じて、“バーコード入力設定”ボタンをタッ

チし、バーコード読み取り設定にて患者 ID の桁合わせを

行ってください。 

・姓 

空欄のフィールドをタッチし、ソフトウェアキーボードを使っ

て姓を入力してください。 

・名 

空欄のフィールドをタッチし、ソフトウェアキーボードを使って名を入力してください。 

・性別 

ドロップダウンリストをタッチして性別を選択してください。 

・生年月日 

ドロップダウンリストをタッチして誕生年、月、日を選択してください。 

・保存ボタン 

ボタンをタッチすると新しく追加された患者情報や更新された患者情報が保存されます。 

・キャンセルボタン 

ボタンをタッチすると患者の選択が解除されます。 

注記：患者リストより患者を選択している時のみ表示されます。 

・削除ボタン 

ボタンをタッチすると入力中の患者情報や選択中の患者情報が削除されます。 

・患者リスト 

保存済みの患者情報がリスト表示されます。リストをタッチして患者を選択してください。 

患者を選択すると検査タブ、履歴タブが選択できるようになります。 

 

11. 検査   

検査タブでは、SPP 検査タブや PVR 検査タブ上で測定部位の選択と SPP 検査や PVR 検査を実行す

ることができます。また、結果一覧タブ上で現在の検査セッションに対する検査内容を閲覧したり、

レポートを作成することができます。 

 

12. 検査設定 

ここでは、検査設定画面上で検査部位の選択などを行います。 
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12.1 SPP検査設定画面 

1. SPP 検査タブをタッチして SPP 検査設定画面

を表示させてください。下肢の図、測定モー

ド選択ボタン、“SPP”ボタン、“連続”ボタンが

表示されます。 

2. 測定モードボタンをタッチして、次の測定モ

ードから選択してください。 

“2 カフ 2センサ” 

“1 カフ 1センサ” 

“1 カフ 2センサ” 

3. 検査部位を選択してください。測定モードに

よって選択方法が変化します。 

2カフ 2セ サ 

3.1.1 画面内の“上肢” / “下肢”ボタンをタッチして

検査部位を切り替えてください。 

3.1.2 中央の図で検査する部位をタッチしてくだ

さい。 

3.1.3 右および左に選択した部位の詳細な図が表

示されますので、その中で検査する

Angiosome の領域をタッチしてください。

選択した領域の色が変わり、図の上部にテ

キストで部位が表示されます。この際、右

側部位は 、左側部位は に、テキスト

が表示されます。この領域の中で実際に検

査する部位をタッチして指定してくださ

い。指定した部位に十字アイコンが表示さ

れます。この測定部位は左右 1 か所ずつ選

択することができます。 

 

（解説）Angiosome 

1 本の栄養血管によって血液が供給される皮膚、骨、筋肉などの組織ブロックを表したもので、下

腿動脈（前脛骨動脈、後脛骨動脈、腓骨動脈）から足部へは、足背動脈、内側および外側足底動

脈、後脛骨踵骨枝、腓骨動脈踵骨枝、腓骨動脈前方穿通枝動脈に分枝している。 
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1カフ 1セ サ 

3.2.1 画面内の“上肢” / “下肢”ボタンをタッチして

上肢と下肢を切り替えてください。 

3.2.2 中央の図で検査する部位をタッチしてくだ

さい。 

3.2.3 右または左に選択した部位の詳細な図が表

示されますので、その中で検査する

Angiosome の領域をタッチしてください。

選択した領域の色が変わり、図の上部にテ

キストで部位が表示されます。この際、右側部位の場合は 、左側部位の場合は にテキス

トが表示されます。この領域の中で実際に検査する部位をタッチして指定してください。指

定した部位に十字アイコンが表示されます。この測定部位は左右どちらかで 1 か所選択する

ことができます。 

1カフ 2セ サ 

測定モード“1カフ 2センサ”を選択している場合、下肢の各部位のみ選択が可能となります。 

なお、圧力カフは を使用してください。 

3.3.1 中央の図で検査する部位をタッチしてください。測定モード“1 カフ 2 センサ”では左右いずれ

かの選択のみ可能です。 

3.3.2 右または左に、選択した部位の詳細な図が

表 示 さ れ ま す 。 そ の 中 で 検 査 す る

Angiosome の領域をタッチしてください。

選択した領域の色が変わり、図の上部にテ

キストで部位が表示されます。この領域の

中で実際に検査する部位をタッチして指定

してください。指定した部位に十字アイコ

ンが表示されます。大腿とふくらはぎにつ

いては、複数の組み合わせがあるため、  

または をタッチし、いずれかのフィールドが選択された状態で、部位を選択してください。 

4. 測定部位を選択後、“SPP”ボタンまたは“連続”ボタンをタッチして測定画面に進んでください。 

 

12.2 PVR検査設定画面 

1. PVR 検査タブをタッチして PVR 検査設定画面

を表示させてください。下肢の図、測定モー

ド選択ボタン、“次へ”ボタンが表示されます。 

2. 測定モードボタンをタッチして、次の測定モ

ードから選択してください。 
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“2 カフ” 

“1 カフ” 

3. 検査部位を選択してください。測定モードに 

よって選択方法が変化します。 

 

2カフ 

3.1.1 画面内の‟上肢”/ ‟下肢”ボタンをタッチして

上肢と下肢を切り替えてください。 

3.1.2 中央の図で検査する Angiosomeの領域をタ

ッチしてください。選択した領域の色が変

わり、図の上部にテキストで部位が表示さ

れます。検査部位は最大 2 か所まで選択す

ることができます。 

 

1カフ 

3.2.1 画面内の‟上肢” / ‟下肢”ボタンをタッチして下肢と上肢を切り替えてください。 

3.2.2 中央の図で検査する Angiosome の領域をタッチしてください。下肢の場合は、選択した領域

の色が変わり、図の上部にテキストで部位が表示されます。 

3.2.3 上肢の場合は、右または左に選択した部位の詳細な図が表示されます。右または左の図の中

で検査する Angiosome の領域をタッチしてください。選択した領域の色が変わり、図の上部

にテキストで部位が表示されます。検査部位は左右どちらか 1 か所を選択することができま

す。 

4. 任意の測定モードで検査部位を選択したのち、“次へ”ボタンをタッチして PVR 測定画面に進んで

ください。 

 

13. 皮膚灌流 （SPP）検査 

SPP 検査画面は 12.1 SPP検査設定画面で検査部位が選択されている場合に表示可能になります。こ

の画面では設定した検査部位での SPP 検査を実施します。 

 

13.1 SPP検査画面 

1. SPP 検査設定画面で“SPP”ボタンをタッチして SPP 検査画面を表示してください。SPP 検査画

面には測定モードに応じた次の３種類の画面があります。 

     “2 カフ 2 センサ”   “1 カフ 1 センサ”    “1 カフ 2 センサ” 

“2カフ” “1カフ”
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注記：検査設定画面で 、 に指定した検査部位は、それぞれのグラフエリアの上部に表示さ

れます。この画面では検査部位は変更できません。 

2. レーザプローブが対応したレーザプローブポートに接続されていることを確認してください。 

3. SPP 検査をする部位の上にレーザプローブの先端部を置きます。レーザ受光部が検査する部位

の皮膚の方に向いていることを確認します。必要な場合、レーザプローブを医療用テープ等で

固定してください。 

4. 血流を阻害しないように注意しながら圧力カフを巻いてください。圧力カフ内側に白い十字線

があり、その交点にレーザプローブの先端部分を合わせて患者の四肢に確実に巻いてください。 

5. 圧力カフをエアホースに接続してください。 

6. タブレットを患者から画面が見えないように設置してください。 

7. すぐに検査が始まり、検査部位にカフから圧力が加えられることを患者に知らせてください。

会話を含め、患者の動きは検査結果に影響を与える可能性がありますので、患者に対して安静

を保って横になるように説明してください。 

・カフ圧設定（NORMAL/LOW）ボタン 

ボタンにタッチすることで、SPP測定中のカフの圧力として、NORMAL（通常）と LOW（圧を低

めに制限）のどちらかを選択することができます。測定モード“1 カフ 2 センサ”の場合と検査部位

が 1 か所の場合は 1 つ、測定モード“2 カフ 2 センサ”で検査部位が 2 か所の場合は 、 に対応

したカフそれぞれにカフ圧設定を選択することができます。 

・縦軸スケールボタン 、横軸スケールボタン  

グラフエリア上部右側に表示されているアイコ

ンにより、グラフの縦軸、横軸の表示範囲を変

更することができます。縦軸スケールボタンに

より、灌流強度の目盛りを最大値 1.5→3.0→5.0

→10.0 に切り替えることができます。 

横軸スケールボタンにより、カフ圧の目盛りを

最大値 200→150→100mmHg に切り替えること

ができます。 

8. “スタート”ボタンにタッチして SPP 検査を開始してください。 

9. 、 それぞれに対応した“ストップ”ボタンにタッチすることで、いつでもSPP検査をチャン

ネルごとに停止することができます。 

10. SPP 値が表示されたら検査は完了です。以下のボタンのいずれかにタッチしてください。 

・保存 

このボタンは直近の SPP 検査データを保存し、結果一覧タブに追加します。 
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・変更 

グラフ上の他の位置がより正確な SPP 値である

と使用者が考える場合には、“変更”ボタンによ

りソフトウェアが決定した SPP 値を 、 そ

れぞれ個別に変更することができます。SPP グ

ラフに緑の縦線と横線が現れます。縦線と横線

が表示された状態でグラフエリアをタッチし、

グラフ上で左右にスライドして希望する SPP値

のところで離してください。グラフには変更前

の SPP 値のポイントと変更後の SPP 値および縦線が表示され、グラフ下には変更後の SPP 値が

表示されます。 

・削除 

このボタンは直近の SPP 検査で 、 それぞれに対応した SPP 検査データをメモリから消去し

ます。消去した SPP 検査データはレポートに採用されません。削除前に確認ダイアログが表示さ

れ、そこでも削除を承認すると選択中のデータは消去されます。検査が満足のゆくものではない

と見なされ、削除された場合でも、検査条件を再度設定することなく同じ条件での SPP 検査を繰

り返すことができます。 

 

13.2 SPPグラフの解釈 

SPP グラフは、横軸にカフ圧（左から右へ減少）、縦軸に灌流強度（底部をゼロとして上方に増加）

を表示します。皮膚灌流圧（SPP）は、閉塞期のあとに初めて毛細血管灌流が検出される時点で

の、特定のカフ圧を用いています。高いカフ圧において皮膚灌流が停止するときのこのカフ圧を、

閉塞点として参照し、毛細血管灌流がカフ圧に反応して直ちに停止しない場合は、減圧の初期段

階で閉塞点がわずかに減少することがあります。SPP 値は、灌流強度が閉塞点以上に増加し、そ

の後、次のいくつかの段階でより大きく増加する時のカフ圧で示されます。 

SPP 検査は、患者を治癒するのに十分なだけの皮膚血流があるかどうか、四肢の重度虚血が存在

するのかなどの臨床上の評価に用いられます。SPP 検査は、他の生理学的検査と同様に、循環系

以外の治癒不全の原因（感染症や低栄養状態など）を評価することはできませんが、不十分な灌

流自体が、四肢の重度虚血や治癒傾向を予測することに役立ちます。 

ソフトウェアによって SPP 値を決定できない場合には、使用者はグラフを見て灌流が回復すると

きの圧力を選ぶことができます。 

注意：SPP 検査結果は、必ず他の臨床情報と併せて使用してください。 

 

13.3 SPP値の変更について 

SPP 値決定のアルゴリズムは、SPP 検査のカフが収縮する期間中に締め付けを制御しながら処理

を行うように設計されています。SPP-K1 は、制御された割合でカフの圧力を低下させて継続的に

カフ圧を管理し、同時に灌流の決定に必要なカフ圧とレーザドップラ信号の測定および記録を行

います。 

灌流信号は、カフが収縮する間に血流が皮膚の毛細血管に戻る時に増加します。また、灌流信号
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は患者が動いた場合やアーチファクト源（周辺の振動などの何らかの人為的な影響によってもた

らされる干渉）が存在する場合にも増加します。 

患者が動いた場合に灌流信号が増加する時のグラフの形状は、一般的に、実際の皮膚灌流が戻る

時の SPP の特徴とは全く異なります。SPP-K1 のアルゴリズムは、皮膚灌流の回復時の既知の変

化と一致するかどうかを判断するために、灌流信号の振幅、グラフの形状、期間を解析します。

SPP 値は、灌流の回復が皮膚の毛細血管への血流の回復に一致していることを示すと判断された

時に決定されます。 

これらを踏まえて、SPP 値の変更が必要な場合は、手動で適切な SPP 値を変更してください。 

なお、患者による測定中の体動の影響が大きい場合には、再測定も検討してください。 

 

14. 連続灌流強度測定 

連続灌流強度測定画面は 12.1 SPP検査設定画面で測定部位が選択されている場合に表示可能になり

ます。この画面では設定した測定部位での連続灌流強度測定を実施します。 

 

14.1 連続灌流強度測定画面 

1. SPP 検査設定画面で“連続”ボタンをタッチして

連続灌流強度測定画面を表示してください。 

注記：検査設定画面で 、 に指定した測定

部位は、それぞれのグラフエリアの上部

に表示されます。この画面では測定部位

は変更できません。 

連続灌流強度測定における検査時間の設定は、

18.1.1システム設定に従って変更が可能です。 

2. レーザプローブが対応したレーザプローブポートに接続されていることを確認してください。 

注記：連続灌流強度測定では、圧力カフは使用しません。 

3. 灌流強度を測定する位置の上にレーザプローブの先端部を置きます。レーザ受光部が検査する位

置の皮膚の方を向いていることを確認します。 

4. レーザプローブの位置を確認したら医療用テープ等でレーザプローブをずれないように固定して

ください。 

5. タブレットを患者から画面が見えないように設置してください。 

・縦軸スケールボタン 、横軸スケールボタン  

グラフエリア上部右側に表示されているアイコンにより、グラフの縦軸、横軸の表示範囲を変更

することができます。縦軸スケールボタンにより、灌流強度の目盛りを最大値 1.5→3.0→5.0→

10.0 に切り替えることができます。横軸スケールボタンにより、経過時間の目盛りを時間全体→

最初から 1/5 の区間拡大→次の 1/5 の区間拡大・・・→最後の 1/5 の区間拡大と切り替えることが

できます。なお横軸スケールについては、レポートには全体時間が反映されます。 

6. “スタート”ボタンにタッチして連続灌流強度測定を実施してください。 

7. 測定中および測定終了後に“選択”ボタンにタッチすることで、以下の操作が可能となります。 
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・選択 

“選択”ボタンによりP1、P2それぞれに対応し

てグラフ上の 2 点を選択することができま

す。このモードが実行可能であるとき、グラ

フエリア下部に P1、P2 として緑線またはオ

レンジ線で囲まれた数値表示欄が現れます。 

a） 数値表示欄をタッチすることで連続灌流

強度測定の任意の値 P1、P2 を選択する

ことができます。 

b） グラフエリアをタッチして希望する任意の値 P1、P2を手動で選んでください。選択すると

グラフ上に、選択中の値に対応した色の点が現れます。 

注記：測定時間に対して時間が早い方から任意の値 P1、P2 として点をとります。 

8. 、 それぞれに対応した“ストップ”ボタンにタッチすることで、いつでも連続灌流強度測定を

チャンネルごとに終了できます。 

9. 規定の測定時間が経過したところで測定は完了です。次のボタンの 1つにタッチしてください。 

・保存 

このボタンは直近の連続灌流強度測定内容を保存し、結果一覧タブに追加します。 

・削除 

このボタンは直近の連続灌流強度測定結果および P1、P2それぞれに対応したデータをメモリか

ら消去します。消去したデータはレポートに採用されません。削除した場合でも、測定条件を

再度設定することなく同じ測定条件での連続灌流強度測定を繰り返すことができます。 

 

14.2 連続灌流強度測定の解釈 

連続灌流強度測定のグラフは、横軸に経過時間（左を開始時点とし右に向かって進行）、縦軸に灌流

強度（底部をゼロとして上方に増加）を表示します。灌流強度グラフの経時的な推移を観察するこ

とで、検査者は患者の血流変化を観察することができます。また、使用者が任意の 2 点（P1、P2）

を選択して、任意の測定時点における灌流強度を比較することも可能です。 

 

15. 空気容積脈波（PVR）検査 

PVR 検査タブでは、設定した検査部位での PVR 検査を実施します。 

15.1 PVR測定画面 

1. PVR 検査設定画面で“次へ”ボタンをタッチ

し、PVR 検査画面を表示してください。 

2. 血流を阻害しないように注意しながら、圧力

カフを患者の四肢に巻いてください。 

3. 圧力カフを巻いた部位と 、 が対応する

ようにエアホースを接続してください。 

注記：PVR 検査では、レーザプローブは使用

しません。 
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4. タブレットを患者から画面が見えないように設置してください。 

5. すぐに検査が始まり、検査部位にカフから圧力が加えられることを患者に知らせてください。

会話を含め、患者の動きは検査結果に影響を与える可能性がありますので、患者に対して安静

を保って横になるように説明してください。 

6. “スタート”ボタンにタッチして PVR 検査を実施してください。 

7. 検査中はゲイン設定の▲、▼にタッチするこ

とで対応した PVR波形の縦サイズを調整する

ことができ、波形をグラフの表示範囲内いっ

ぱいに収めたり、表示範囲で切られてしまう

のを避けることができます。▲で PVR波形の

縦サイズを大きく、▼で PVR波形の縦サイズ

を小さくできます。 

8. 満足な波形が得られたら、“ストップ”ボタン

にタッチすることで、いつでも PVR 検査を停止できます。 

9. PVR 検査が完了した後で、PVR グラフエリアの中のどこかを指でタッチし触れたままで左右に

動かすことでグラフを左右にスクロールすることができます。これにより PVR 波形からアーチ

ファクトがないセグメントを選ぶことができます。 

10. PVR 検査が完了した時、次のボタンの 1つにタッチしてください。 

・保存 

このボタンは直近の PVR 検査データを保存し、結果一覧タブに追加します。 

・削除 

このボタンは直近のPVR検査データをメモリから消去します。消去した PVR検査データはレポー

トに採用されません。削除した場合でも、検査条件を再度設定することなく同じ条件での PVR 検

査を繰り返すことができます。 

 

15.2 PVR波形の選択 

指で左右にスクロールさせ、PVR 波形にアーチファクトがないセグメントを選んでください。 

 

15.3 PVR波形の解釈 

PVR 波形は、横軸には経過時間（秒）を、縦軸に振幅（mm）を表示します。 

健常人における PVR 波形は、急速に立ち上がり、きわめて鋭角なピークを示します。下降線には

拡張期を反映する波形が含まれていて、下降線はベースラインに向かってカーブしています。軽

度から中等度の血流障害がある場合、立ち上がりの遅れ、丸くなったピーク、拡張期を示す波形

の消失、下降カーブの遅延が見られます。重度の血流障害がある場合、振幅が低く、明らかな異

常が認められます。脈動の欠如は、安静時疼痛、難治性潰瘍などの臨床症状と関連している可能

性が考えられます。 

注意：PVR 検査結果は、必ず他の臨床情報と併せて使用してください。 
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16. 結果一覧   

結果一覧タブは、患者を選択すると使用可能になります。このタブでは検査セッションの SPP 測定、

連続灌流強度測定、PVR 測定を閲覧、編集、保存、削除することができます。 

16.1 結果一覧画面 

1. 結果一覧タブをタッチして結果一覧画面を表示してください。 

2. 下部の検査結果リストからグラフを選択してください。上部左の選択中グラフ欄に選択したグラ

フが表示されます。なお、上部右のエリアは選択したグラフの検査の種類によって異なります。 

 

3. コメントフィールドにタッチすると、ソフトウェアキーボードを使って各々の検査グラフごとに

コメント（24 文字まで）を追加することができます。“保存”ボタンを選択すると保存できます。 

4. SPP 検査グラフを選択した後に、“変更”ボタンにタッチすると、SPP 値を手動で変更できるよう

になります。その後、“保存”ボタンにタッチすると変更した SPP 検査結果を確定できます。 

5. PVR 検査グラフを選択した後に、“変更”ボタンにタッチすると、グラフ上で指をスクロールして

波形の選択部を移動させることができます。その後、“保存”ボタンをタッチすると、PVR 検査結

果を確定することができます。 

6. 連続灌流強度測定グラフを選択した後、“変更”ボタンにタッチすると、“P1”、“P2”ボタンで変更

対象の指定を行い、グラフ上をタッチすることで選択位置を変更できるようになります。このと

き、横軸スケールボタン により横軸の経過時間を部分的に拡大してグラフを詳細に見やす

くすることができます。その後、“保存”ボタンをタッチすることで連続灌流強度測定結果を確定

することができます。なお横軸スケールについては、レポートには全体時間が反映されます。 

7. “キャンセル”ボタンを使って保存前の変更をキャンセルできます。 

8. 不要な SPP 検査、PVR 検査、または連続灌流強度測定を消去する時にだけ、“削除”ボタンを使用

してください。削除前に確認ダイアログが表示され、そこでも、“削除”を選択すると、選択中の

グラフおよびデータは消去されます。 

16.2 結果一覧レポ  画面 

1. 結果一覧画面で各測定結果の閲覧・変更・保

存が完了したのち、“レポート”ボタンをタッチ

して表示してください。 

2. 結果一覧画面の結果を受けてレポートをプレ

ビューできます。レポートは、指によるピン

チ操作により拡大・縮小でき、上下へのスワ

イプ操作でページを送ることができます。 



21 

3. レポートの表紙下部にコメントを追記する場合、レポートコメントフィールドにタッチし、ソフ

トウェアキーボードを使ってテキスト文（80 文字まで）を入力または変更することができます。

この場合、“プレビュー”ボタンにタッチして、レポートプレビューを更新してください。 

4. “保存”ボタンにタッチしてレポートを保存してください。保存処理が完了すると画面上部の印刷

アイコンが操作可能となります。印刷アイコンをタッチしてレポートを印刷することができます。 

注記：レポートの保存が完了すると現在のセッションが終了し、以後データの修正や同一セッシ

ョン内での追加の測定はできなくなります。 

注記：レポートはタブレットの SPP-K1_Reportsフォルダに保存されます。ホーム画面の  

アイコンからもアクセスできます。 

 

17. 履歴   

履歴タブは患者を選択中に使用可能になります。このタブは選択中の患者に関して、以前のレポー

トを閲覧したり、変更して更新したりすることを可能にします。 

17.1 履歴一覧   

“履歴一覧”タブをタッチして、測定履歴画面を表示してください。 

セッション 

現在選択されている患者に対して行われたセッ

ションのリストを表示します。任意のセッショ

ンにタッチした後、“REPORT”ボタンにタッチ

することで、レポートプレビュー画面を表示す

ることができます。この画面ではレポートコメ

ントを入力または変更でき、“プレビュー”ボタ

ンをタッチしてレポートコメントをレポートに

反映し、“保存”ボタンによりレポートを上書き

保存できます。レポートを印刷する場合は、画

面上部の印刷アイコンをタッチします。 

レポート 

現在選択されている患者に対して過去に作成された各種レポートのリストを表示します。任意の

レポートを選択し、“OPEN”ボタンをタッチすると選択したレポートを表示することができます。 

REPORT ボタン 

現在選択されているセッションに対するレポー

トプレビュー画面を表示します。 

OPEN ボタン 

現在選択されているレポートを表示します。  
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17.2 SPP レ     

“SPP トレンド”タブをタッチして表示してください。 

17.2.1 SPP レ  グラフ画面 

選択中の患者の過去の検査履歴から、左右足部

の SPP 値をトレンドグラフで表示します。 

注記：横軸を最新のセッション日時（7 回分）、

縦軸を SPP 値として表示され、該当する

検査対象の SPP 値のみで折れ線グラフが

描画されます。 

17.2.2 SPP レ  レポ  画面 

“SPP トレンド”タブを選択した状態で“レポート”

タブをタッチして表示してください。SPP トレ

ンドのレポートプレビューを表示します。“保存”

ボタンにタッチするとレポートが保存されま

す。画面上部の印刷アイコンをタッチして SPP

トレンドのレポートを印刷することができま

す。 

 

17.3 連続灌流強度 レ     

“連続灌流強度トレンド”タブをタッチして表示してください。 

17.3.1 連続灌流強度 レ  画面 

選択中の患者の過去の測定履歴から、チャンネ

ルごとに連続灌流強度測定で選択した P1、P2 値

をトレンドグラフで表示します。 

注記：横軸を最新のセッション日時（7 回分）、

縦軸を灌流強度として表示され、P1、P2

値が保存されているデータのみで折れ線

グラフが描画されます。 

17.3.2 灌流強度 レ  レポ  画面 

“連続灌流強度トレンド”タブを選択した状態で

“レポート”タブをタッチして表示してください。

連続灌流強度トレンドのレポートプレビューを

表示します。“保存”ボタンにタッチするとレポー

トが保存されます。画面上部の印刷アイコンを

タッチして連続灌流強度トレンドのレポートを

印刷することができます。 
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18. 設定 

オプションメニューの設定アイコンをタッチすると、メイン画面を設定画面に切り替えることがで

きます。設定画面では設定タブ、バージョン情報タブ、ライセンスタブが画面下部に表示されます。 

18.1 設定   

設定タブはシステム設定の変更、患者検査情報の出力、ユーザーパスワードの変更を行うことが

できます。管理者ユーザーの場合、それらに加えユーザー登録・削除を行うことができます。 

   

18.1.1 システム設定 

以下の設定を変更できます。 

検査デフォルト 

SPP 検査設定画面、PVR 検査設定画面での、測定モード選択ボタンの初期選択を変更できます。 

連続灌流強度測定―検査時間設定 

連続灌流強度測定の測定時間を変更できます。 

生年月日 

患者登録タブでの、患者情報に生年月日を加えるかどうかの選択を行います。 

Wi-Fi 常時 ON 設定 

プリンタをWi-Fi接続する際、印刷のたびにWi-Fiオン / オフ切替をしたくない場合に設定します。 

SPP 低圧領域測定 

SPP 測定をカフ圧が最低圧になるまで継続させる場合に設定します。なお SPP 値の算出に対し、

この設定が影響を与えることはありません。 

レポート JPG 出力 

検査レポートのファイル形式を PDFに加えて JPG でも作成させる場合に設定します。 

OK ボタン 

変更した設定を適用します。このボタンを操作しないと変更は適用されません。 

キャンセルボタン 

変更前のシステム設定に表示を戻すことができます。 

18.1.2 ユ   設定―パスワ  変更 

新規パスワードフィールドとパスワード確認フィールドに新しいパスワードを入力し、“OK”ボタ

ンにタッチすることで新しいパスワードに変更することができます。 
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18.1.3 ユ   設定―ユ   登録 

管理者は、SPP-K1 システムにユーザーを追加したり、ユーザーを削除したりすることができます。 

・新しいユーザーを追加するには、ユーザー名を入力し“OK”ボタンにタッチしてください。 

患者閲覧範囲 

追加するユーザーの患者閲覧範囲を設定できます。そのユーザーが登録した患者のみを閲覧する

場合は“限定”を、全てのユーザーが登録した全患者を閲覧する場合は“全患者”を選択します。 

・ユーザーを削除するにはリストからユーザー名を選択し、“削除”ボタンにタッチしてください。 

・“キャンセル”ボタンにタッチするとテキストボックスからテキスト文を消去できます。 

注記：ユーザー登録は管理者（admin）としてログインしたユーザーにだけ有効です。 

18.1.4 患者測定情報出  

検査履歴情報をCSV形式で出力できます。タブレットの”SPP-K1_Reports\CSVに保存されます。 

選択中患者 

選択中の患者の検査履歴情報を出力します。ファイル名は“患者 ID_患者名.csv” です。 

登録患者全員 

全患者の検査履歴情報を 1 つのファイルで出力します。ファイル名は“_all_patients.csv” です。 

18.1.5   ステ  ス 

本体とタブレットの Bluetooth 接続が切断した際には、“再接続”ボタンを押して接続してください。 

18.2 バ ジョ 情報   

バージョン情報画面はソフトウェアバージョン

をお知らせします。システムに関する情報は右

図の例示とは異なることがあります。 

“確認”ボタンをタッチした時、本体と通信して

いた場合は本体のファームウェアと本体に接続

しているレーザプローブのファームウェアバー

ジョンを表示することができます。 

18.3 ライセ ス   

SPP-K1タブレットアプリケーションで使用し

ているライセンス情報をお知らせします。 

18.4 設定画面の終了 

設定画面の右下の × にタッチすると、設定画面

を終了し、元の画面に戻ることができます。 

 

19. 終了 

アプリケーション画面右上のアプリケーション終了ボタンをタッチしアプリケーションを終了して

ください。終了するかの確認が表示され、了承するとアプリケーションが終了されます。 
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20. 技術サポ   

本製品に関する技術サポートについては、弊社マシンコールセンターにお問い合わせください。 

お問い合わせの際には、18.2 バ ジョ 情報  をご参照の上、ソフトウェアバージョンをご確認

ください。 

 

21. 保守 

21.1 サ ビス 

SPP-K1 の修理点検が必要な場合には弊社マシンコールセンターにご連絡ください。修理点検は弊

社が認定するサービス担当者以外は行わないでください。SPP-K1 は使用者による校正の必要はあ

りません。 

21.2 使用前点検 

使用前に SPP-K1 の本体及び付属品を目視で点検してください。 

・外 観：傷や汚れなどがないこと。 

・付属品：断線、傷や汚れなどがないこと。 

・電 源：正常に電源が入ること。バッテリ残量が十分にあること。 

・機能・動作：正常に起動すること。 

21.3 定期点検 

適切な訓練を受け、知識、実務経験を持つ有資格者によって、下記の安全点検を 24 ヶ月毎に実施

する必要があります。 

・本体、タブレットに機械的および機能的な損傷がないこと。 

・安全性関連ラベルが読める状態にあること。 

・SPP-K1 の電気安全性試験は、施設のガイドラインに従うことを推奨します。 

・AC 電源コード、AC アダプタ、レーザプローブ、圧力カフ、エアホースに機械的および機能的

な損傷がないこと。 

21.4 クリ ニ グ 

注意：ペーパータオルを含む研磨剤の入ったシート、アンモニア系の化学薬品、シンナー、アセ

トン、クロロホルム、ベンジン等の有機溶剤、酸、アルカリ、アセトン、ポビドンヨード

クリーム、クリーニング用石油系溶剤は使用しないでください。 

 

レーザプローブ、エアホースのクリーニング、消毒方法（推奨） 

注意：レーザプローブのクリーニングには糸くずの出ない柔らかい布を使用してください。受発

光面を傷つけると正確な測定ができなくなります。 

注意：レーザプローブ先端部は防水性能 IPX1 に分類されます。水滴に対する防水性は有していますが、

流水に対する防水性は有していません。流水などで洗浄せず、布等に水や消毒剤をしみ込ませ

て、清拭してください。また、いかなる場合でもレーザプローブを滅菌しないでください。内

部の光学部品や電子部品が破損するおそれがあります。 
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（1） 使用後、水道水または中性洗剤（弱酸性の石鹸水）で湿らせたスポンジまたは柔らかい布

で拭いてください。 

（2） 次に、表面をアルコール（消毒用エタノール、70vol％イソプロパノール）または 0.05% 

次亜塩素酸ナトリウム液で湿らせた布を使って清拭してください。 

 

圧力カフのクリーニング、消毒方法（推奨） 

（1） 使用後、水道水または中性洗剤（弱酸性の石鹸水）で湿らせたスポンジまたは柔らかい布

で拭いてください。 

（2） 次に、表面をアルコール（消毒用エタノール、70vol％イソプロパノール）または 0.05% 

次亜塩素酸ナトリウム液で湿らせた布を使って清拭してください。 

 

本体、AC アダプタ、AC 電源コードのクリーニング、消毒方法（推奨） 

注意：本体、コネクタ、スイッチに液体を噴霧したり、かけたり、こぼしたりしないでください。

スプレー式の洗浄剤や消毒剤は使用しないでください。 

（1） AC アダプタおよび AC 電源コードを商用電源から切り離してください。 

（2） 表面を水道水または市販の研磨剤を含まない中性洗剤で少し湿らせた布を使って表面を拭

き、汚れを落としてください。コネクタ部は拭かないでください。また、濡れた布は使用

しないでください。 

（3） 必要に応じて、表面をアルコール（消毒用エタノール、70vol％イソプロパノール）または

0.05%次亜塩素酸ナトリウム液で少し湿らせた布を使って清拭してください。 

 

タブレットのクリーニング、消毒方法（推奨） 

注意：タブレットに液体を噴霧したり、かけたり、こぼしたりしないでください。スプレー式の

洗浄剤や消毒剤は使用しないでください。 

（1） タブレットからタブレットカバーを外してください。 

（2） 表面を水道水または市販の研磨剤を含まない中性洗剤で少し湿らせた布を使って表面を拭

き、汚れを落としてください。コネクタ部は拭かないでください。また、濡れた布は使用

しないでください。 

（3） 画面をアルコール（消毒用エタノール、70vol％イソプロパノール）で少し湿らせた布を使

って清拭してください。 

21.5 廃棄 

SPP-K1 本体及び付属品を廃棄する際は、本体底面よりバッテリパックを取り外し、地域の法令又は

規制に従って廃棄してください。26.5危険な物質の取り扱いも参照してください。 

21.6 バ テリ 

バッテリが装着されている場合、商用電源が使えない場合でも動作することができます。 

注記：バッテリは定期的な点検または交換が必要です。 

 バッテリの交換は 26.1バ テリの装着と交換の指示に従ってください。 
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22.  ラ ルシュ ティ グ 

SPP-K1は以下の方法で動作状態、提供すべき情報、エラーの状態を知らせます。 

・本体の LED は、操作状態やエラーの状態を示すために、緑色又はオレンジ色で光ります。 

・タブレットアプリケーションの画面では、提供すべき情報とエラーメッセージを表示します。メ

ッセージに示される番号に注意し、このセクションの表を参照してください。 

注記：このセクションに記載された対処方法で解決できないメッセージにつきましては、弊社マ

シンコールセンターにお問い合わせください。 

22.1   の LED 

本体の LED は動作状態やエラーの状態を示すために光ります。LED の光り方に注意し、以下の表

のメッセージを参照してください。 

LED 状態 対処方法 

緑色 

（点灯） 

システムは正常にオンしています。 不要です。 

緑色 

（点滅） 

システムは通信が切断された状態にあ

り、通信開始まで待機しています。 

タブレットアプリケーションを起動し通信を開始してください。 

オレンジ色 

（点滅） 

エラー状態または電源オフの処理中。 本体のボタンを長押しして、電源をオフ/オンしてください。 

改善しない場合は弊社マシンコールセンターにご連絡ください。 

オレンジ色-緑色 

(交互点滅) 

本体バッテリの残量が 15%以下になって
います。 

AC アダプタを使用し、本体のバッテリを充電してください。 

消灯 電源オフ 不要です。 

22.2 システム ラ  

Code メッセージ 原因 対処方法 

I103 
本体ボタンにより強制停止しま

した。 

検査中に本体ボタンが押されたた

め中断した。 

再検査を行ってください。 

E104 

圧力センサが確認できません。 圧力センサとの通信エラーが発生
した。 

電源を入れ直してください。再度メッセージが
表示される場合は、故障の可能性があります。

弊社マシンコールセンターにご連絡ください。 

E105 
本体バッテリと通信できませ
ん。 

バッテリとの通信が出来ていな
い。 

弊社マシンコールセンターにご連絡ください。 

E106 
異常圧力が検知されました。 カフ圧 300mHg 以上が検知され

た。 

カフを取り外してください。カフ圧が抜けたの

ち検査をやり直してください。 

E107 
バッテリ温度が異常です。（高

温） 

バッテリ温度が 52度以上となって

いる。 

本体の電源を落とし、バッテリ温度が下がるま

でしばらくお待ちください。 

E108 
バッテリ温度が異常です。（低

温） 

バッテリ温度が 10度以下となって

いる。 

周囲の気温が下がっている可能性があります。

常温環境で使用してください。 

E109 

本体の電流に異常が発生しまし
た。 

本体に過剰な電流が流れている。 電源を入れ直してください。再度メッセージが
表示される場合は、故障の可能性があります。

弊社マシンコールセンターにご連絡ください。 

E110 

本体の電流に異常が発生しまし

た。 

本体の電流が逆転している。 電源を入れ直してください。再度メッセージが

表示される場合は、故障の可能性があります。
弊社マシンコールセンターにご連絡ください。 

I112 
バッテリ残量が低下していま

す。 

本体バッテリ残量が 15％以下にな

っている。 

ACアダプタを接続し、充電してください。 

I113 
バッテリ寿命が低下していま

す。(70%未満) 

バッテリの理想容量に対して充電

可能な容量が少なくなっている。 

弊社マシンコールセンターにご連絡ください。 

E516 
ID とパスワードが一致しませ

ん。再入力してください。 

ログイン画面で、登録している ID

とパスワードが一致しない。 

ID とパスワードが一致するように入力内容を確

認訂正してください。 

E517 

入力欄が空欄です。入力後にお
試しください。 

ログイン画面で、ID、パスワード
がどちらか未入力の状態で、ログ

インボタンをタッチした。 

ID、パスワードを入力してください。 
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Code メッセージ 原因 対処方法 

E518 
患者名を入力してください。 患者名を入力せずに保存ボタンを

タッチした。 

患者名を入力してください。 

E520 
ID が同じ患者を複数登録するこ

とは出来ません。 

既存の患者 ID を持つ患者を登録し

ようとしている。 

患者 ID を変更してください。 

E521 

検査セッションが進行中です。
結果一覧タブでレポートを作成

できます。現在のセッションを

終了しますか？ 

結果一覧画面にてセッション終了
処理を行わずに患者情報の書き換

えを行っています。 

セッションを終了させたのち実行してくださ
い。または、承認してセッションを終了させて

ください。 

E522 

測定結果がありません。測定結
果を確認してください。 

結果一覧画面で検査結果がない状
態でレポートボタンをタッチし

た。 

検査結果が保存された状態でレポートボタンを
タッチしてください。 

E524 

パスワードが一致しません。再

入力してください。 

パスワード変更を行う際に、新規

パスワードとパスワード確認に一
致しないパスワードを入力した状

態で OK ボタンをタッチした。 

新規パスワードと確認パスワードの内容が一致

しているか確認し、訂正してください。 

E525 

パスワードが以前のままです。

再入力してください。 

パスワード変更を行う際に、新規

パスワードが現在保持されている
パスワードと一致した内容が入力

された状態で OK ボタンをタッチ

した。 

該当のユーザーID に登録中のパスワードです。

パスワード変更を行う必要がある場合、違うパ
スワードを設定してください。 

E526 
管理者ユーザーは削除出来ませ
ん。 

削除不能なユーザーを削除してい
る。 

管理者ユーザーの削除はできません。 

E527 

ユーザーが選択されていませ

ん。 

ユーザー登録でユーザーを未選択

の状態で削除ボタンをタッチし

た。 

ユーザーを選択してください。 

E528 

既存のユーザーID です。再入力

してください。 

ユーザー登録で、パスワードを入

力済かつ既存のユーザーのユーザ

ーID を入力した状態で OK ボタン

をタッチした。 

既に使用中のユーザーID です。必要がある場

合、違うユーザーID を設定してください。 

E533 

接続が確認できません。 本体間との通信接続ができなかっ

た。 

本体ユニットに電源が入っていること、本体ユ

ニットとペアリングされていること、本体ユニ

ットとタブレット間の距離が十分に近いこと、
通信の障害物がないことをご確認ください。タ

ブレットと本体ユニットの位置関係を変えると

通信が改善することがあります。 

E534 

ファームウェアバージョンが取
得できませんでした。 

バージョン情報画面で確認ボタン
をタッチしたときに本体間との通

信接続ができなかった。 

本体ユニットに電源が入っていること、本体ユ
ニットとペアリングされていること、本体ユニ

ットとタブレット間の距離が十分に近いこと、

通信の障害物がないことをご確認ください。タ

ブレットと本体ユニットの位置関係を変えると

通信が改善することがあります。 

E535 
マニュアルを開けません。 マニュアルファイルにアクセスで

きない。 

SPP-K1 アプリケーションを再起動してくださ

い。 

E536 

マニュアルを読むためには PDF

を開けるアプリケーションが必

要です。 

ヘルプボタンでマニュアル表示を
試みたが、PDF を表示するアプリ

ケーションが使用できない。 

PDF を閲覧するアプリケーションがない場合、
アプリケーションをダウンロードしてくださ

い。 

E541 

本体電源が落とされました。再

起動してください。 

本体ボタンの長押しにより電源が

落とされた。 

本体の電源を入れ直してください。アプリの再

起動または、設定画面にて再接続ボタンを押し
てください。 

E542 
患者 ID を入力してください。 患者 ID を入力せずに保存ボタンを

タッチした。 

患者 ID を入力してください。 

22.3 検査 ラ  

Code メッセージ 原因 対処方法 

E530 

測定回数が規定以上になりま

す。不要な検査結果を減らすか

次セッションにしてください。 

SPP検査設定画面またはPVR検査

設定画面で、検査回数上限を超え

て検査をしようとしている。 

不要な検査結果を削除するか次セッションにし

てください。 

E100 
圧力センサに一時的なエラーが

発生しています。 

本体の圧力センサにエラーが発生

しているため測定を中断した。 

SPP-K1 アプリケーションおよび本体を再起動

してください。 
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Code メッセージ 原因 対処方法 

E201 

レーザプローブの接続が確認で

きません。接続を確認してくだ

さい。 

レーザプローブが接続されていな

い、または破損しているため検査

を中断した。 

レーザプローブが適切に接続されていることを

確認してください。一度取り外してから再度接

続してください。 

E200 

レーザプローブのキャリブレー

ション値が異常です。 

レーザプローブのキャリブレーシ

ョン値が読み取れない、または破

損しているため検査を中断した。 

検査をやり直してください。再度メッセージが

表示される場合は、故障の可能性があります。

弊社マシンコールセンターにご連絡ください。 

E203 

レーザ出力が確認できません。 以下のいずれかの理由により検査

を中断した。 

1)  レーザプローブが本体と適切に

接続されていない。 

2)  レーザプローブの装着部が汚れ

ている。 

3)  レーザプローブが破損。 

4)  レーザセンサが皮膚からの反射

光を検出できなかった。 

レーザプローブが適切に装置と接続されている

ことを確認してください。一度取り外してから

再度接続してください。 

21.4を参照して、レーザプローブの装着部をク

リーニングしてください。 

レーザプローブが検査部位に正しく装着されて

いることを確認してください。 

E204 

灌流強度が検出できません。再

測定してください。 

灌流強度が検出できないため、検

査を中断した。 

カフが正しく巻かれているか、またはレーザプ

ローブが正しく装着されているか確認して、再
検査を行ってください。 

E205 

レーザ出力が異常です。再測定

してください。 

レーザ電流が一時的に設定された

リミットに達したため、検査を中

断した。 

カフが正しく巻かれているか、またはレーザプ

ローブが正しく装着されているか確認して、再

検査を行ってください。 

E206 

時間がかかりすぎているため終

了します。 

検査のタイムリミットを過ぎたた

め検査を中断した。 

再検査を行い、結果が安定しているかご確認く

ださい。または、任意の値を設定し保存してく

ださい。 

E207 

デバイスが確認できません。接

続を確認してください。 

本体間との通信接続が確認でき

ず、検査を中断した。 

本体ユニットに電源が入っていること、本体ユ

ニットとペアリングされていること、本体ユニ

ットとタブレット感が 3m 以内であり、通信の

障害物がないことをご確認ください。タブレッ

トと本体の位置関係を変えると通信が改善する
ことがあります。 

E101 
圧力センサのゼロ圧検出に失敗

しました。 

ゼロ圧調整に失敗したため、検査

を中断した。 

カフが正しく巻かれているか確認して、再検査

を行ってください。 

E208 
加圧ができませんでした。 圧力系統に大きなリークがあるた

め、測定を中断した。 

カフとエアホースの接続を確認してください。 

E209 

圧力制御に失敗しました。 カフ圧が適切に制御されなかった

ため、検査を中断した。 

圧力カフ、エアホース、および接続部のリーク

をチェックしてください。 

患者に検査中じっとしているように伝えてくだ

さい。 

E210 
減圧調整に失敗しました。 カフの収縮が適切に制御されなか

ったため、検査を中断した。 

カフが正しく巻かれているか確認して、再検査

を行ってください。 

E213 

減圧が終了しましたがSPP値を

決定できませんでした。 

SPP 測 定 で 減 圧 が 終 了 し た

（2mmHg に達した）が SPP 値を

決定できなかったため検査を中断

した。 

手動でSPP値を選ぶ、または検査をやり直して

ください。 
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22.4 デ  ベ スイ  フェ ス ラ  

Code メッセージ 原因 対処方法 

E500 

ストレージへのアクセス許可が

ありません。アプリケーション

を終了します。 

アプリケーション権限にストレージ

へのアクセス許可がない。 

弊社マシンコールセンターへお問い合わ

せください。 

E501 

位置情報へのアクセス許可があ
りません。アプリケーションを

終了します。 

アプリケーション権限に位置情報の
アクセス許可がない。 

弊社マシンコールセンターへお問い合わ
せください。 

E502 

SD カードにデータベースが存在

しません。内部ストレージのデ
ータベースをSDカードにバック

アップします。 

初期化処理で内部ストレージにデー

タベースが構築済みで、SD カード
にデータベースが未構築。 

“YES”をタッチして、SD カードにデータ

ベースをバックアップしてください。 

E503 

内部メモリにデータベースが存

在しません。SD カードから内部
ストレージにデータベースを復

元します。 

初期化処理で内部ストレージにデー

タベースが未構築で、SD カードに
データベースが構築済み。 

“YES”をタッチして、SD カードからデー

タベースを復元してください。 

E504 

SD カードの挿入を確認してから

リトライしてください。 

初期化処理で SD カード未挿入、ま

たは SD カードにデータベースファ
イルが作成できない場合、かつリト

ライ回数が規定回数以下。 

SD カードの挿入または再挿入をしてから

“YES”をタッチしてください。 

E505 

データベースに互換性がありま

せん。アプリケーションのデー
タベースを初期化してもよろし

いですか？ 

初期化処理のデータベース検証でス

トレージ内のデータベースのアップ
グレード、またはオープンに失敗し

た。 

“YES”をタッチするとアプリのデータベ

ースの初期化を行います。 

E506 

SD カードのデータベースに互換

性がありません。SD カードのデ
ータベースを初期化してもよろ

しいですか？ 

初期化処理のデータベース検証で

SD カード内のデータベースのアッ
プグレード、または単にオープンに

失敗した。 

"YES"をタッチするとアプリのデータベ

ースを SD カードにコピーします。 

E507 

SD カードを検出できません。
SD カードへのバックアップを無

効にしてアプリケーションを起

動してもよろしいですか？ 

初期化処理で SD カード未挿入、ま
たは SD カードにデータベースファ

イルが作成できない場合、かつリト

ライ回数が規定回数超過した。 

SD カードまたは SD スロットが故障の可
能性。内部ストレージのデータベースは

正常。そのままアプリを起動する場合は

“YES”をタッチしてください。使用を中

断するときは“NO”をタッチしてくださ

い。 

E508 

内部ストレージのデータベース

とSDカードのバックアップデー

タが一致しません。SD カードの

データベースを上書きしてもよ

ろしいですか？ 

初期化処理のときに、内部ストレー

ジのデータベースと SD カードのバ

ックアップデータが一致しない。 

以下のいずれかを選択してください。 

・内部ストレージのデータをSDカードに

バックアップ 

・SD カードのデータを内部ストレージに

バックアップ 

E510 

データベースのセットアップに

失敗しました。アプリケーショ

ンを終了します。 

データベースのセットアップに失敗

した。 

SPP-K1 アプリケーションを再起動して

ください。 

E511 

データベースのバックアップに

失敗しました。アプリケーショ

ンを終了します。 

SD カードに対しデータベースのバ

ックアップに失敗した。 

SPP-K1 アプリケーションを再起動して

ください。 

E512 

データベースの復元に失敗しま

した。アプリケーションを終了

します。 

データベースを SD カードからの復

元に失敗した。 

SPP-K1 アプリケーションを再起動して

ください。 

E513 

データベースの同期に失敗しま
した。アプリケーションを終了

します。 

タブレット内部ストレージと SD カ
ードのデータベースを一致させるこ

とができなかった。 

SPP-K1 アプリケーションを再起動して
ください。 

E514 

データベースの読み込みに失敗

しました。アプリケーションを
終了します。 

データベースのオープン、データ読

み込みに失敗した。 

SPP-K1 アプリケーションを再起動して

ください。 

E515 

データベース操作に失敗しまし

た。アプリケーションを終了し

ます。 

データベースの情報を扱うときにデ

ータベース操作を失敗した。 

SPP-K1 アプリケーションを再起動して

ください。 
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23. 仕様 

項目 仕様 

性能 

灌流強度 
測定範囲：0.0 ～ 10.0 （単位なし） 

測定精度：±5% F.S. 

カフ圧 

測定範囲：0 ～ 250mmHg 

誤差：150mmHg 以下の場合: ±3.0 mmHg 以内 

150mmHg を超える場合: ±2％以内 

PVR 
最大振幅：80mm 

測定精度：±0.2mmHg 以内 

電気的特性 

電源（本体） DC18V 3.5A 

電源（AC アダプタ） AC100～240V 50/60Hz 0.4～0.6A 

AC 電源コード 7A-125V PSE 適合 全長 2000mm 

バッテリ 
14.40V 3.45Ah 49.70Wh 

リチウムイオン充電池 

連続使用時間（バッテリ動作時） 1 時間以上 

外部インタフェース Bluetooth、Wi-Fi ダイレクト 

レーザ 

出力 定格出力 0.2mW 

波長 850nm 

重量・寸法 

重量 1.0kg 

寸法（W×L×H） 178×177×72mm 

安全規格等に対する適合性 

電気安全性 IEC60601-1 

電撃に対する保護の形式 クラスⅡ、内部電源機器 

電撃に対する保護の程度による装着部の分類 BF 形装着部 

電磁両立性 IEC60601-1-2 

レーザ安全性 IEC60825-1、クラス 1 

水の有害な浸入に対する保護の程度による分類 IPX1（レーザプローブ先端部） 

本体とタブレット間の通信 

Bluetooth v5.0（Bluetooth Low Energy） 

周波数 2.402～2.480GHz 

変調方式 GFSK 

最大出力 Class3（1mW） 

動作モード 連続作動 

技術基準適合認定番号 

 
 

 T202-SMD069 

タブレットと外部機器との通信  

Wi-Fi 802.11a/b/g/n/ac 
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24. 環境条件 

24.1 動作条件 

周囲温度 10 ～ 35℃ 

相対湿度 30 ～ 85%RH（結露しないこと） 

気圧 70 ～ 106kPa 

SPP-K1は磁気共鳴画像診断（MRI）検査室内での使用を意図した装置ではありません。 

本装置はマイクロ波治療器、電気メス、除細動器等の高周波を発生する機器から電磁干渉を受ける

おそれがあります。電磁両立性（EMC）の詳細については、26.6 電磁両立性の適合レベル宣言をご

参照ください。 

24.2 保管および輸送の条件 

周囲温度 -20 ～ 50℃（直射日光に晒さないこと） 

相対湿度 10 ～ 95%RH 

 

25. 記号 

記号 説明 

 
クラス 1 レーザ製品 

 
操作指示に従う 

 

BF 形装着部 

 
クラスⅡの機器 

 
シリアル番号 

 
腰掛けの禁止 

 
足を掛けることの禁止 

 

段積み制限 

 
温度制限 

 

壊れもの、取扱い注意 

 

天地無用 

 

水ぬれ防止 

 
Bluetooth 
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26. 技術解説 

このセクションに記載された装置部品は認定されたサービス担当者によって修理及び部品の交換が

可能です。これら装置部品を修理及び部品交換をするための補助が必要な場合は、弊社マシンコー

ルセンターにご連絡ください。 

26.1 バ テリの装着と交換 

バッテリの寿命により交換が必要な場合、弊社マシンコールセンターまでお問い合わせください。 

26.2   カフの交換 

圧力カフに化学的または物理的な損傷が認められた場合、直ちに圧力カフを交換してください。

弊社から供給された交換用圧力カフとだけ交換してください。 

26.3     スの交換 

エアホースに化学的または物理的な損傷が認められた場合、直ちにエアホースを交換してくださ

い。弊社から供給された交換用エアホースとだけ交換してください。 

26.4 レ      の交換 

レーザプローブに化学的または物理的な損傷が認められた場合、直ちにレーザプローブを交換し

てください。弊社から供給された交換用レーザプローブとだけ交換してください。 

26.5 危険な物質の取り扱い 

バッテリパックは適切に廃棄しないと環境に悪影響をもたらします。古いバッテリパックは、法

令に従って廃棄してください。 
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26.6 電磁両立性の適合レベル宣言 

最高の性能レベルを確保するために、SPP-K1は下表に説明する環境で使用してください。 

SPP-K1は、下表に指定する電磁環境で使用することを意図しています。 

26.6.1  ミ ショ  

エミッション試験 適合性 電磁環境−ガイダンス 

伝導性エミッション 

放射性エミッション 

CISPR 11 

グループ 1 

SPP-K1 は、内部機能のためだけに RF エネルギーを使用して

います。従って、その RF エミッションは非常に低く、近傍の

電子機器に対して何らかの干渉を生じさせる可能性は少ないも

のです。 

Class B 

SPP-K1 は、商用または医用環境の電源での使用に適していま

す。 
高調波電流 IEC 61000-3-2 Class A 

電圧変動/フリッカ IEC 61000-3-3 適合 

26.6.2 イミュニティ 

イミュニティ 適合レベル 電磁環境−ガイダンス 

静電気放電 

IEC 61000-4-2 

±8kV 接触 

±2, 4, 8, 15kV 気中 

床は木製、コンクリート、またはセラミックタイル

とします。床が合成材料で覆われている場合、相対

湿度は最低 30%であることを必要とします。 

SPP-K1 のタブレットには付属のタブレットカバー

を装着して使用してください。（露出している端子

より静電気が内部に侵入する可能性があるため） 

電気的ファストトランジェント

／バースト 

IEC 61000-4-4 

±2kV 電源ライン 

繰返し周波数：100 kHz 

供給電力は商用または医用環境で典型と見なされる

質の電力であることを必要とします。 

サージ 

IEC 61000-4-5 
±0.5, 1.0kV 電源ライン 

供給電力は商用または医用環境で典型と見なされる

質の電力であることを必要とします。 

電源周波数（50Hz, 60Hz） 

磁界 IEC 61000-4-8 
30A/m 

電源周波数磁界は典型的な商用または病院環境内の

典型的な場所でのレベルにあることを必要としま

す。 

電圧ディップ、 

短時間停電及び電圧変動 

IEC 61000-4-11 

0%UT, 0.5, 1 サイクル 

70%UT, 25 サイクル 

短絡, 250 サイクル 

（備考）UT は試験レベルを加

える前の交流電源電圧です。 

供給電力は商用または医用環境で典型と見なされる

質の電力であることを必要とします。 

供給電力の質により問題が発生する場合、供給電力

が中断することがない内蔵バッテリで駆動するよう

にしてください。 

放射 RF 電磁妨害 

IEC 61000-4-3 
3V/m 

手持型または移動型の無線通信機器（スマートフォ

ンなど）は、放射電磁波により本機器が誤動作、ま

たは誤った検査結果を示す可能性があるため、

SPP-K1 のあらゆる部分から 30cm より近づけない

でください。 

RF 無線通信機器からの 

近接磁界 IEC 61000-4-3 

385MHz, 27V/m 
450MHz, 28V/m 
710, 745, 780MHz, 9V/m 
810, 870, 930MHz, 28V/m 
1720, 1845, 1970, 2450MHz, 28V/m 
5240, 5500, 5785MHz, 9V/m 

RF 電磁界によって誘発する 

伝導妨害 IEC 61000-4-6 

3V 
0.15-80 MHz 

備考 これらのガイダンスは全ての状況に対して適用するものではありません。電磁気の伝搬は構造物、物体、人に

よる吸収及び反射によって影響されます。例えば無線電話（携帯電話/コードレス）及び地上移動無線の基地

局、アマチュア無線、AM・FM ラジオ放送並びに TV 放送のような固定送信機からの電磁界強度は、理論上、正

確に予測することはできません。固定 RF 無線送信機による電磁環境を評価するためには、電磁界の現地調査を

考慮することが推奨されます。SPP-K1 が使用される場所の正確な電磁界強度が、適用される RF 無線適合性が

前述の適合性レベルを超過する場合、正常通常動作を検証するためにSPP-K1を監視してください。異常な作動

が観察される場合、追加の手段、例えば内蔵バッテリで駆動する、またはSPP-K1の向きや場所を変えることが

必要となることがあります。 
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27. お問い合わせ先 

操作上のトラブルやご不明な点がございましたら、弊社マシンコールセンターまでお問い合わせく

ださい。 

 

カネカ マシ コ ルセ    

FreeDial 0120-722906 

月曜～土曜（祝日含む）6:00～22:00 

 

 

 

 

【製造販売元】 

  
 

 〒530-8288 

 大阪市北区中之島 2-3-18 

 

 

【販売元】 

 株式会社 カネカメディックス 


